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二
学
期
を
終
え
、
年
末
に
寄
せ
て 

四
月
に
今
年
度
が
始
ま
り
、
す

ぐ
に
夏
休
み
。
そ
し
て
夏
休
み
が

明
け
た
と
思
っ
た
ら
、
あ
っ
と
い

う
間
に
二
学
期
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

短
い
よ
う
で
盛
り
だ
く
さ
ん
の

二
学
期
で
し
た
が
、
こ
の
間
に
も

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
補
習
校
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
販
売
に

始
ま
り
、
授
業
参
観
、
音
読
発
表

会
、S

c
h
o
o
l
 
F
u
n
 
D
a
y
 

と
、
大

人
も
子
ど
も
も
大
忙
し
で
し
た
。 

補
習
校
で
開
催
さ
れ
る
す
べ
て

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
先
生
方
は
も
ち

ろ
ん
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

改
め
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
、
い
つ

か
大
人
に
な
っ
た
と
き
に
「
補
習

校
で
の
楽
し
か
っ
た 

あ
の
日 

」

を
思
い
出
し
て
く
れ
た
ら
、
と
て

も
嬉
し
い
で
す
ね
。 

年
が
明
け
る
と
、
さ
っ
そ
く
一

月
十
一
日
に
第
三
回 
T
O
M
O
D
A
C
H
I
 

R
U
N
 
&
 
W
A
L
K
 

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
一
月
末
に
は
ス
ポ
ー
ツ
大

会
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

盛
り
だ
く
さ
ん
の
三
学
期
に
な

り
ま
す
が
、
引
き
続
き
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

安
居
） 

授
業
参
観
の
よ
う
す
を
お
届
け
し

ま
す 八

月
三
十
日
（
土
）
に
授
業
参

観
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
ご
家
庭
の
事
情
や
お

仕
事
の
都
合
で
参
加
で
き
な
か
っ

た
保
護
者
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
先
生
方
よ
り
写

真
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
誌
面
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

参
加
さ
れ
た
方
は
、
お
子
さ
ん

の
成
長
を
間
近
で
感
じ
ら
れ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

今
回
の
授
業
参
観
で
は
、
小
学

二
年
生
ま
で
は
国
語
の
授
業
、
小

学
三
年
生
以
上
は
習
熟
度
別
ク
ラ

ス
の
授
業
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し

た
。 習

熟
度
別
ク
ラ
ス
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
で
作
成
し
た
資
料

が
掲
示
さ
れ
て
お
り
、
先
生
方
の

工
夫
と
、
生
徒
の
興
味
を
引
き
出

し
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
様
子
が
伝

わ
る
、
す
ば
ら
し
い
内
容
で
し
た
。 

現
在
の
小
学
二
年
生
も
、
来
年

に
は
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
た
ち

が
取
り
組
ん
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

挑
戦
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

う
思
う
と
、
今
か
ら
と
て
も
わ
く

わ
く
し
ま
す
ね
。 
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音
読
発
表
会
の
動
画
を
限
定
公
開

し
て
い
ま
す 

音
読
発
表
会
の
動
画
は
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
「
限

定
公
開
」
と
し
て
お
り
ま
す
。 

普
段
は
学
校
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
写
真
掲
載
を
希
望
さ
れ
て

い
な
い
保
護
者
の
方
に
も
、
「
補

習
校
の
生
徒
・
保
護
者
に
限
っ
て

公
開
す
る
」
と
い
う
条
件
で
ご
許

可
を
い
た
だ
き
、
公
開
し
て
お
り

ま
す
。 

ご
家
族
の
皆
さ
ま
で
お
楽
し
み

い
た
だ
き
、S

N
S

へ
の
投
稿
は
お

控
え
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

動
画
の
公
開
リ
ン
ク
は
、
す
で

に
一
度
周
知
し
て
お
り
ま
す
が
、

「
見
逃
し
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う

場
合
は
、
ど
う
ぞ
各
学
年
の
ク
ラ

ス
役
員
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

ク
ラ
ス
役
員
の
交
代 

小
三
の
ク
ラ
ス
役
員
を
務
め
て

く
だ
さ
っ
て
い
た
ア
イ
コ
ー
マ
ン

さ
ん
で
す
が
、
こ
の
た
び
マ
マ
か

ら
パ
パ
へ
交
代
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
お
子
さ
ん
の
ク
ラ
ス
変

更
に
よ
り
空
席
と
な
っ
た
小
四
の

ク
ラ
ス
役
員
は
、
副
会
長
の
ウ
ェ

ア
さ
ん
が
兼
任
し
て
く
だ
さ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

余
談
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
は
マ
マ
が
担
う

ご
家
庭
が
多
い
印
象
で
し
た
が
、

パ
パ
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
！ 

来
年
度
、
ク
ラ
ス
役
員
と
し
て

参
加
し
て
く
だ
さ
る
パ
パ
が
増
え

た
ら
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

Ｔ
シ
ャ
ツ
の
在
庫
が
も
う
少
し
だ

け
あ
り
ま
す 

Ｐ
Ｔ
Ａ
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ

を
ご
購
入
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

現
在
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
在
庫
が
わ

ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
残
っ
て
お

り
ま
す
。
購
入
を
ご
希
望
の
方
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
ま
で
お
気
軽
に
お
声

が
け
く
だ
さ
い
。 

二
学
期
最
終
日
に
行
わ
れ
た

「
補
習
校
ス
ピ
リ
ッ
ト
デ
ー
」
で

は
、
多
く
の
方
に
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着

用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
に

は 

歴
代
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
参

加
し
て
く
れ
た
方
も
い
て
、
と
て

も
華
や
か
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

三
学
期
に
も
、
二
月
十
四
日
の

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
「
補
習
校

ス
ピ
リ
ッ
ト
デ
ー
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。 

当
日
は
、
み
ん
な
で
補
習
校
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
着
て
学
校
を
盛
り
上
げ

ま
し
ょ
う
！ 

※
過
去
デ
ザ
イ
ン
の
補
習
校
Ｔ
シ

ャ
ツ
、
お
祭
り
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
ま
た

は
ま
っ
た
く
別
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
で
も

大
丈
夫
で
す
。
お
気
に
入
り
の
一

枚
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

                 

のこりわずか！ 



     
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 年度 音読発表会 

１０月１８日、恒例の音読発表会が行われました。 

どの学年も人前で発表する緊張を乗り越え、堂々と日頃の練習の成果を発揮できたのではな

いでしょうか。プリ組と小学１年生にとっては、初めての大舞台でした。元気よく大きな声で

発表出来ていましたね。 

保護者の皆様にとっては、お子様の成長を改めて感じる日となったのではないでしょうか。

また来年成長した子供達の姿を見ることが楽しみですね。 

学校関係者の皆様、今年も素晴らしい発表会を開催してくださり、ありがとうございまし

た。先生方の熱心なご指導に、心より感謝しております。 

例年同様、担当の先生や保護者の皆様より感想をいただきましたので、学年ごとに写真と一

緒にご紹介させていただきます。 

プリ組「きのこ」 

初めての音読発表会。クラスでいつも

光子先生と歌っている季節の歌の音読に

挑戦しました。本番前は緊張する姿もあ

りましたが、舞台の上では堂々と、６人

の可愛いきのこ達が元気な声を体育館中

に届けてくれました。今回の「お友達と

一緒に頑張る」という経験を経て、また

１つ成長したことを嬉しく思います。 



 

 

 

 

 

 

  
 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
  

 

 

小学１年生「大きなかぶ」 

恥ずかしがりながらも元気に大きな声で発表できていました。「うんとこしょ、どっ

こいしょ」と声を合わせてかぶを抜く場面は、子供達も楽しそうで、とても微笑みまし

かったです。どの子も、自分のパートをすらすらと言えていて、練習の成果が表れてい

たと思います。 

小学２年生「スイミー」 

初めは少し恥ずかしそうにしていまし

たが、練習を重ねるうちにどんどん自信

をつけて行きました。中には教科書を見

ずに暗唱できる子もいて、一生懸命発表

している姿に心を打たれました。２年生

らしく元気いっぱいの物語を届けてくれ

て、素晴らしい発表をありがとう。 

小学３年生「鳥になったきょうりゅうの話」 

 ２人だけの発表にもかかわらず、自信

を持って堂々とステージに立っていまし

た。強弱や抑揚に加え、文章にリズムを

つけて物語をよく読めていました。来年

は、大人数の中で読む子供の姿も見てみ

たいなぁとも思いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学４年生「一つの花」 

 練習時間があまりとれない中、みんなで

力を合わせて頑張りました。だんだん難し

くなる漢字に苦戦したり、音読中に突然の

雷雨のため声が聞こえなくなるトラブルも

ありましたが、最後まで声と心を合わせて

読み切りました。一人ひとりが気持ちを込

めて、言葉の重みや思いをしっかり伝える

ことができたと思います。 

小学５年生「たずねびと」 

 戦争をテーマにした難しい話にもかかわ

らず、登場人物の気持ちや言葉の意味を考

えながら、力強い読みで真剣に向き合う姿

が印象的でした。読む箇所の変更にも前向

きに取り組み、これまでで一番良い音読を

披露し、クラス全体のチームワークの良さ

を感じました。スライドを使って物語を分

かりやすく表現できたと思います。 

小学６年生 狂言「柿山伏」を楽しもう 

 難しい昔ながらの言葉遣いをしっかりと理解し、６年生ながらのしぐさで立派に表

現できていました。山伏が鷹の真似をして、木から落ちる場面で「笑い」がしっかり

取れていて、素晴らしい発表でした。 



 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

中学１年生 言葉に出会うために/ダイコンは大きな根？ 

 サッカーや習い事で多忙の中、４人揃っての練習がなかなか出来ませんでしたが、

発表会には全員で参加し、優れたチームワークで無事に終えることができました。早

口にもならず、しっかりと読めていたと思います。大きな紙に大根をみんなで書いた

ことが良い思い出です。 

中学２年生 君は「最後の晩餐」を知っているか 

 緊張した雰囲気もなく、５人共とても落ち着いた

発表でした。スクリーンに映された絵を使うことに

よって、「最後の晩餐」に取り入れられた遠近法な

どの説明が、とても分かりやすかったです。 

中学３年生  古今和歌集(仮名序)/百代の過客(おくの細道) 

 今回が最後の音読発表会となりました。更に成長

した子供達の姿を見ることができ、これまでの努力

の積み重ねが、ひとつひとつの言葉に表れているよ

うでした。「奥の細道」も、心に残る素晴らしい発

表でした。 

担当：フジタあさみ・アイコーマン アラン 



Schoo
l Fun Day 2025School Fun Day 2025

― 「ひとつの学校」としてつながる時間 ―

１１月１６日（日曜日）に開かれた School Fun Day 2025 は、グアム国際日本人学校と両校
PTAが協力して実施した共同出資企画で、今年で第二回目を迎えました。当日は美しい青空に恵
まれ、会場には子どもたちとご家族の笑顔があふれました。ポップコーン、お餅、唐揚げを友達

や家族とほおばり、そして今年はサプライズとしてアイスクリームトラックが初登場。子どもた

ちの目が一気に輝き、Fun Day にさらにワクワク感を添えてくれました。

毎年人気のお餅つき体験では、小さなお友達が重たい杵を一生懸命持ち上げながらお餅をつく姿

に、まわりから応援のかけ声が上がりました。おなかが満たされた後は、先生方が趣向を凝らし

て準備してくださったゲームがスタート。両校の生徒が自然と混ざり合い、初めて顔を合わせた

子ども同士もすぐに打ち解け、元気いっぱいに走り回る姿が印象的でした。しっぽ取り競争は昨

年に引き続き大盛況。タンバリンの音の数を数え、その人数の仲間を集めるゲームでは、学年を

こえた子どもたちが協力し合い、日本語で数を確認しながら進める学習要素も取り入れられまし

た。さらに、最後の子ども対大人の綱引きでは、両校の生徒が力を合わせ、大人チームに真っ向

勝負。見事な引き分けとなり、会場全体が一体となって盛り上がりました。

普段は平日と土曜日で通学曜日が異なり、なかなか顔を合わせる機会のない全日校と補習校の子

どもたちとその保護者。そのみんなが垣根なく一緒に楽しみ、心から笑い合うことができた２時

間は、まさに「ひとつの学校」としてのつながりを実感できる特別な時間となりました。

School Fun Day は、子どもたちのために大人たちが力を合わせることで生まれる “あたたかい
コミュニティ” の象徴です。今年もその目的はしっかりと達成され、たくさんの笑顔とともに素
晴らしい一日となりました。

グアム国際
日本人学校　全日制・補習授業校 グアム国
際日本人学校　全日制・補習授業校 

担当：フォルガー綾子



Guam Badminton
Sports Center 

Rui Wang さんより
ドリンクをご提供頂

きました

メンテナンスのDanさん(お父さん)と
Jesseさん(息子さん) 

いつも学校をきれいで安全な場所に保ってくだ

さり、ありがとうございます。
お餅つき体験

保護者もほっと一息つける

INFUSION コーヒー ステーション

PTA カプリサン　
ドリンクコーナー

お餅は３種類

きな粉

醤油だれ

あんこ

PTAのポップコーン
コーナー

671 Kettle Kornさんから購入したキャラメル味と甘塩味の２種類のポップコーンを、ボランティアの皆さんの
ご協力で約200袋に小分けして準備しました！

ファミリーの笑顔がいっぱいの、素敵な時間となりました。



賞品付きしっぽ取りゲーム

生徒も保護者も先生も、全員がおしりにテープのしっぽをつけて、体育館中を元気いっぱいに走り回りました！

アイスクリームトラック初登場で大行列！ ”2杯目まで無料です!!”のアナウンスで
またまたトラックの前は大行列！バニラ味　チョコレート味　両方楽しめる

ミックスツイストも人気でした！

NIKKOホテルさんの唐揚げとお餅は、どれもとても美味しく大好評でした



みんなでパチリ！全日制・補習校 合同集合写真

大人 vs. 子供　綱引き

お天気に恵まれ、広い運動場でみんな大好きな綱引き！仲良く引き分けでした！

全員が協力し合った

数合わせゲーム

玉入れゲーム

赤白２チームに分かれ、走り回るかごをめがけて上手に玉を投げ入れました
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